
 

 

 

令和５年度 

 

 

 

事 業 計 画 書 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人里庄町社会福祉協議会 

 

 

 

 

 



１ 

 

令和５年度 社会福祉法人里庄町社会福祉協議会事業計画書 

 

加齢、病気、家族の介護、失職、離別など、誰にでも起こりうる出来事が重なり、暮

らしの基盤もつながりもなくした人が、地域から孤立し、困窮に陥ることが珍しくなく

なっている。地縁・血縁関係が縮小するなかで、地域では住まいや日常の生活支援すら

確保できない人が増えてている。そこに、新型コロナウイルス感染症が流行したことに

よって、これらの課題を顕在化させることとなった。人口減少のさなかでこうした事態

が放置されれば、地域は活力を失い、衰退しかねない。これらのセーフティネットの破

れ目を編み直し、切れ目をなくし、その質を点検していくべき時に来ている。 

これらの問題を解決するため、福祉は与えるもの・与えられるものといった考えを転

換し、地域住民が役割を持ち、主体的に地域の課題を把握して解決を試みる環境を作る

ことが必要となっている。 

地域住民に身近な圏域で、対象者や分野を問わず、本人だけでなく世帯全体が抱える

複雑・多様化した課題を総合的に受け止められるようにし、その課題に対して、関係機

関が連携して支援に当たる包括的な支援体制づくりが求められている。 

すなわち、支え手側と受け手側に分かれるのではなく、誰もが役割を持ち、活躍でき

る、地域共生社会の実現が求められている。 

里庄町は地域福祉計画の中で包括的な支援体制を目指しており、本協議会は推進役と

して一翼を担うことになっている。本協議会は、里庄町の計画と整合性を図りながら、

独自に地域福祉活動計画を令和５年度中に策定し、本協議会が担う役割を明確にする。 

 

本協議会は、行政・福祉関係機関・ボランティア団体等と連携を深め、また家族の

絆や、地域での絆を改めて考えながら地域社会との連帯感を深め、支え合いによる地

域づくりを推進する。さらには、地域住民との協働を進めながら、高齢者や障害者の

社会参加を促進し、誰もが地域社会の一員として、住み慣れた場所で安心して暮らし

ていくことができるまちづくりを目指し、次の事業を重点に推進する。 

 

１ 「福祉のまちづくり」事業の推進 

（１）推進体制 

◎民生委員・福祉関係機関との連携強化 ◎地域住民・ボランティアとの協働 

◎事務局体制の強化 

（２）住民の意識高揚と担い手の充実 

◎ボランティアの育成と登録 ◎広報誌「社協だより」作成 ◎「ボランティア

新聞」作成 

（３）要援護者への援護活動 
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◎該当者の実態把握 ◎見守り、外出支援 ◎緊急連絡体制づくり ◎日常生活

自立支援事業 ◎生活福祉資金貸付事業 ◎緊急援護資金貸付事業 ◎フードバ

ンク・フードドライブ事業 ◎援護金の支給 

（４）社会参加の促進と生きがいの充実 

◎ふれあいいきいきサロンの支援と新規設立援助 ◎社協サロンの開催 ◎子育

てひろばの充実 ◎シニア教室の開催 

 

２ 高齢者福祉対策の推進 

◎独居高齢者の配食サービスと安否確認 ◎男性料理教室の開催 ◎かさおか権

利擁護センターとの連携・周知 ◎日常生活用具貸出（車椅子）・外出支援サー

ビス（福祉車両） ◎老人クラブ連合会の支援 ◎日常生活自立支援事業 

 

３ 障害者福祉対策の推進 

◎里庄町「四つ葉の家」の運営〔障害福祉サービス（就労継続支援Ｂ型事業）・

カフェ営業による地域交流拠点の展開〕 ◎手話講座の開催 ◎日常生活自立支

援事業 ◎かさおか権利擁護センターとの連携・周知 ◎福祉タクシー助成事業 

◎人工透析者通院支援金助成 ◎日常生活用具貸出（車椅子） ◎外出支援サー

ビス（福祉車両） ◎相談事業所の開設準備 

 

４ 児童福祉対策の推進 

◎地域子育て支援拠点事業（子育てひろば「げんキッズ」） 

◎託児サービス事業 

◎放課後等デイサービス事業（「ぽかぽか」の運営） 

 

５ 地域福祉活動基金の活用 

◎地域福祉サービスの充実 

 

６ ボランティア活動の推進 

◎ボランティアセンターの充実（里のまるごとプロジェクト、ボランティアポイ

ントの運用） ◎給食ボランティアの支援 ◎施設ボランティアの支援 ◎子育

てボランティアの支援 ◎夏のボランティア体験事業の推進 ◎チョボラ・ジュ

ニアの会の支援 ◎災害ボランティアの推進 ◎手話サークル活動の支援 

 

７ 諸活動の推進 

◎赤十字運動の推進 ◎共同募金・歳末たすけあい募金運動の推進 ◎高齢者サ
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ービス相談の充実 ◎介護や日常生活等に支援が必要な人への相談窓口 ◎地区

ふれあいいきいきサロン活動の支援と福祉ネットワーク化の推進 ◎貸出事業の

実施（福祉車両、車椅子、チャイルドシート、ゲーム用品等） 

 

８ 調査・連絡活動の推進 

◎社会福祉関係機関・団体等と連携を深め、福祉活動の一層の推進を図る。 

 

９ 地域福祉活動計画の策定 

  ◎住民主体の地域福祉の推進に努力するとともに、計画的・継続的な事業・活動

の展開を図るために計画を策定する。 
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１ 法人運営事業 

実施項目 実施回数 日程 目的等 

理事会・評議

員会の開催 
随時 随時 

法人の適切な運営を図るため、理事

会、評議員会を開催する。 

評議員選任・

解任委員会の

開催 

随時 随時 

評議員に欠員が生じた場合に開催す

る。 

地域福祉活動

基金運営委員 
随時 随時 

基金の適正な管理運営を図るため、基

金による事業の実施に関すること、基

金の管理運営に関することを審議する

ため、委員会を開催する。 

人材確保と職

員育成体制の

構築 随時 随時 

職員のキャリアパスを明確にし、それ

に合わせた研修を実施する。特に放課

後等デイサービス事業所開設に合わ

せて、常勤職員２名、パート職員２名

を採用する。 

人事労務管理

体制の強化 
随時 随時 

適正な職員の人員配置、人材確保につ

とめ福祉サービスの向上に努める。 

会計基準の遵

守 
随時 随時 

透明性を確保するため、貸借対照表、

事業活動計算書、資金収支計算書及び

附属明細書等をホームページ等に公

開する。 

災害時の活動

体制の構築 随時 随時 

災害ボランティアセンターや福祉避

難所の運営における行政や関係団体

との連携強化を図る。 

広報活動の充

実 
随時 随時 

社協だより、ホームページ、ＬＩＮＥ

等のＳＮＳ、ボランティア新聞等を活

用して動画を含めて町民にタイムリ

ーな情報を提供する。 

個人情報保護

の遵守 
随時 随時 

個人情報取扱業務概要説明書を定めホ

ームページ等に公開する。 

財政基盤の確

立 
随時 随時 

 

地域福祉活動 月１回 令和５年度 令和６年度計画実施に向けて、地域の
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計画策定委員

会の開催 

調査、取り組みの状況などの視察研修

を実施する。またアンケートの実施、

分析を行い計画の策定を行う。月 1 回

策定委員会を開催する。 

 

２ 高齢者福祉事業 

実施項目 実施回数 日程 目的等 

配食サービス

事業 ２３回 月２回 

７５歳以上の一人暮らし高齢者に対す

る配食サービスと安否確認を実施す

る。 

男性料理教室 

１０回 ６月～３月 

生活の自立かつ仲間づくりを目的とし

て、概ね６０歳以上の男性に対して、

買い物から基本的な食事作り、おもて

なし迄を実習する。 

 

３ 障害者福祉事業 

実施項目 実施回数 日程 目的等 

福祉タクシー

助成事業 

１回 ４月 

療育・精神障害者福祉手帳所持者にタ

クシー券（１万円）又は燃料費（５千

円）の助成を行い、社会参加を支援す

る。 

※旭交通里庄（旧 里見交通）、笠岡

タクシー、里庄タクシー、ハート介護

タクシー 

人工透析者通

院支援事業 ２回 
１０月 

３月 

人工透析患者の通院経費を軽減するた

め１回１，５００円、月２回を限度と

して支給する。 

手話奉仕員養

成事業 

① 全 24 回 

② 年 9 回 

③ 年 9 回 

④ 年 13 回 

② 5～2月 

② 6～2月 

③ 5～2月 

④ 6～12月 

障害理解の促進と手話の普及をはかる

ため、聴覚障害者の言語である「手話」

を学ぶ場を設ける。聴覚障害者が安心

して生活できるよう手話でコミュニケ

ーションができる人材を育成するため

に、次の内容を実施する。 

①手話奉仕員養成講座（基礎課程） 

手話で日常会話ができる人を養成。 

②フォローアップ学習 

①で学んだ内容を復習し、レベルアッ

プをはかる。 

③ステップアップ学習会 
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手話奉仕員から手話通訳者として活

動する人を増やすため、手話通訳者養

成講座の受講のためにレベルアップ

をはかる。 

④統一試験対策講座 

手話通訳者を目指す人対象の学習。 

出前福祉講座 

随時 随時 

小中学校及び保育園等で「手話」「高

齢者疑似体験」「車いす体験」を行う。 

手話…簡単な手話・手話歌等、年齢に

合わせた内容。 

高齢者疑似体験…体験セットを身につ

け、移動や日常生活動作を体験する。 

車いす…車いすの扱い方を学び、実際

車いすに乗り、移動等の体験を行う。 

就労継続支援

Ｂ型事業（里

庄町「四つ葉

の家」の運営） 

随時 随時 

１ 障害や難病のある方のうち、年齢

や体力などの理由から、企業等で雇用

契約を結んで働くことが困難な方がい

る。その方々に軽作業などの就労訓練

を行うことができる福祉サービスを実

施する。 

新型コロナの影響で事業所からの就

労訓練用の作業の発注が減少してい

る。 

そのため、訓練用作業を確保するこ

とを目的として、独自製品を製作・販

売することとし、次の新事業を実施す

る。  

（１）コーヒードリップパック作成販

売 

 令和５年４月販売開始。売り上げ 

パック数１,４００、売上金額２１０

千円。 

（２）干し柿作成販売 

 利用者の就労作業として、柿の皮む

き、天日干し作業を提供する。「カフ

ェクローバー」及び町内事業所で販売。 

販売個数３００個、売上金額２０千円 

２ 虐待防止運営委員会の開催 



７ 

 

５ 児童福祉事業 

実施項目 実施回数 日程 目的等 

子育てひろば

「げんキッズ」

の開催 

開催日数（約

２１５日）、

イベント回

数（５６回） 

毎週月～ 

金曜日 

９：３０～ 

１２：００ 

１３：００～ 

１５：３０ 

げんキッズが主に対象としている３

歳未満の子育ては、約６～７割は家庭

で子育てをしている状況にある。また、

核家族化、地域のつながりの希薄化、

自分の生まれ育った地域以外での子育

ての増加、男性の子育てへの関わりが

少ないなどの状況もある。結果、子育

てが孤立化し、子育ての不安感、負担

感が増し、子ども対大人・子ども対子

どもとの関わりの減少、地域や必要な

支援とつながらないなどの課題が生じ

ている。子育て中の親子が気軽に集い、

相互交流や子育ての不安・悩みを相談

できる場として、子育てひろば「げん

キッズ」を運営している。 

また土曜日や日曜日など子育て世帯

が参加しやすいイベントを企画し、地

域の方たちと交流をもち、地域ぐるみ

で子育てを支援していくことを目的と

する。 

４月には核家族化が進む子育て世帯

と町民やボランティア、社協職員が交

流できるようなイベントを実施する。 

託児サービス

事業（一時預か

り） 

開催日数 

（約２１５

日） 

毎週月～ 

金曜日 

８：３０～ 

１６：００ 

子育て家庭における育児の疲れの解

消や急用に伴う緊急・一時的な託児サ

ービスを実施することにより、子育て

支援を目的とする。また、子育て中の

保護者の孤独感に寄り添いリフレッシ

ュ目的の託児を受け、保護者からの虐

待やネグレクト等を未然に防ぐ。 

里庄町放課後

等デイサービ

ス事業（「ぽか

ぽか」の運営） 

令和５年度

サービス提

供日数 

２６９日 

学校開校日 

15：00～ 

18：00 

第２・第４土

曜日 

10：00～ 

16：00 

長期休暇 

発達に様々な特性のある子どもたち

が、その個性を活かし、やりたいことや

自分の夢をあきらめることなく積極的

にチャレンジし、将来、生き活きと自立

した生活ができるよう支援する施設を

建設する。 

令和５年度は、ぽかぽかの周知に努め、
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8：30～ 

15：00 

月平均利用者数５名を目標とする。 

６ その他の福祉事業 

実施項目 実施回数 日程 目的等 

歳末援護金 

１回 １２月 

一人暮らし高齢者（８０歳以上）、寝

たきり高齢者（要介護５）、身体障害

者手帳１級～６級、療育手帳（Ａ、Ｂ）

精神障害者福祉手帳１級～３級所持

者、母子・父子家庭に援護金を給付す

る。 

福祉用具の貸

出事業 

随時 随時 

高齢や障がい等により歩行困難な方に

車いすを貸し出す。 

（保有台数 台、貸出し台数 台） 

乳幼児の安全確保を図るため、その家

族を対象にチャイルドシートの貸し出

しを行う。 

（保有台数 台、貸出し台数 台） 

その他福祉車両（リフト付き車両）、

イベント用品（輪投げ、カルタ等）の

貸し出しを行う。 

緊急援護資金

貸付事業 

随時 随時 

低所得者の福祉増進のため、緊急不測

の事態に対して必要な資金を貸し付け

ることにより、その世帯の自立助長を

支援する。 

行旅者援護金 

随時 随時 

行旅途中において、所持金の消費又は

紛失などにより救護を求めた者に対

し、人道的見地から援護金の支給を行

い、行旅困窮者の救済を図ることを目

的とする。 

シニア教室 ６回（奇数月

開催） 

 高齢になって漠然と感じる不安や悩み

に寄り添い介護や介護予防に関する講

座及び実習だけではなく、高齢者の不

安に寄り添えるような講座を開催し知

識を深め地元で元気に暮らしていける

ようにする。 

里のまるごと

プロジェクト 

（ボランティ

１回 
１２～３月

頃 

子育て家庭への支援として企業、町民

から広く学用品、日用品の寄付を募り、
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アセンター事

業） 

必要とする子育て家庭へ配布する。ま

た、プロジェクトを通して、地域の助

け合いの力を高め、福祉力向上を目指

す。 

福祉サポータ

ー養成講座 

（ボランティ

アセンター事

業） 

３回 

 地域には様々な人が居ることを知り、

相手を理解し、誰もが住みやすい町に

なるよう「心のバリアフリー」を推進

する。障がいのある当事者や支援者に

よる講演会、体験会を実施する。 

災害ボランテ

ィア研修会 
１回 

 災害発生時に活動するボランティア人

材の育成等を目的として実施する。 
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７ 盆行事の実施 

実施項目 実施回数 日程 目的等 

無縁者供養塔

盆供養 
１回 ８月１３日 

無縁者供養塔前で実施 

里庄町平和祈

念式 
１回 ８月１５日 

殿山（忠霊塔）平和記念碑前 

戦没者盆供養 １回 ８月１５日 殿山忠魂碑前 

 

８ 募金運動の推進 

実施項目 実施回数 日程 目的等 

赤い羽根共同

募金運動 

１回 
１０月～ 

１２月 

里庄町共同募金会オリジナルキャラク

ターを使用した資材を製作し、募金の

増強を図る。町民の協力により募金を

行う他街頭募金や学校募金等、広く協

力を求めながら、地域福祉事業実施の

ための財源確保を図る。 

歳末たすけあ

い運動 
１回 １２月 

共同募金運動の一環として、町民の協

力により募金を行う他、企業等に広く

協力を求めながら歳末たすけあい運動

に取り組む。 



１１ 

 

９ 福祉団体の活動の支援 

実施項目 実施回数 日程 目的等 

福祉団体の活

動の支援 

随時 随時 

ボランティア団体、遺族会、老人クラ

ブ連合会、身体障害者福祉協会里庄町

分会、若草むつみ会、発達障がい者（児）

親の会ほか地域福祉活動を行う団体の

事業実施のための助成を行う。 

 

１０ サロン活動の推進 

実施項目 実施回数 日程 目的等 

ふれあいいき

いきサロンの

活動支援 

随時 随時 

サロン活動を支援するため、活動費の

助成を行う。 

社協サロンの

開催 
１回 随時 

町内全域を対象に、老人福祉センター

等で実施する。 

春の子育てイベントと合同開催する。 

 

１１ 日常生活自立支援事業 

実施項目 実施回数 日程 目的等 

日常生活自立

支援事業 

随時 随時 

高齢や障害による判断能力の低下等

で、日常生活に不安がある方に、福祉

サービスの利用手続きや生活費の管理

等の自立生活の支援を行い、生活の自

立を支援する。生活支援員５名。 

 


